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以下に示す項目は情報処理概論で学習した重要事項です．特に◎印のついた項目については，しっかりと復習して，プログラミングに活用できるようにしてください．

	情報処理概論（後期）VBA習得事項（レジュメ）

	第１章
	基本操作
	コマンド等
	ページ

	◎
	プログラムの構成
	Sub xxx() ではじまり End Sub で終わる
	p.4

	○
	プログラムの実行
	
	

	○
	空文、コメント、継続行、インデント
	
	

	第２章
	変数と四則演算
	
	

	◎
	MsgBoxとInputBox
	MsgBox A & B & C

A, B, C は変数、定数など

s = InputBox("変数を入力せ
	

	◎
	データの型　整数型、実数型
	integer, single, double
	

	○
	　　　　　　　　文字列型、文字型
	String, Char
	

	◎
	変数、変数宣言、代入（＝）
	dim a as Integer; b as String
	

	◎
	数値演算子　+,-,*,/
	四則演算 +, -, *, /
	

	◎
	配列
	Dim a(100) as integer
	

	第３章
	条件判断
	
	27

	◎
	Iｆ　条件式　Then　文
	If a>b then x=x+1 
	

	◎
	Iｆ　条件式　Then　文１　Else　文２
	If a>b then x=x+1 else x=x-2
	

	○
	複数行の場合
	
	

	△
	ElseIf
	
	

	△
	Select文
	
	

	◎
	Const　定数
	
	

	第４章
	繰り返し
	
	37

	◎
	For文
	
	

	◎
	While～Wend文
	
	

	○
	Do～Loop文（４種類）
	
	

	○
	Exit文
	
	

	第５章
	プロシージャ
	
	45

	◎
	Subプロシージャ
	
	

	◎
	Functionプロシージャ
	
	

	◎
	宣言の仕方
	
	

	◎
	実行の順序
	
	

	○
	変数の有効範囲
	プロシージャレベル、モジュールレベル
	

	○
	引数　
	
	

	△
	ByVal, ByRef
	
	

	第６章
	
	
	

	◎
	ワークシートのセルへ値の書き込み
	
	

	◎
	ワークシートのセルから値の読み出し
	
	

	△
	set文
	
	

	△
	with文
	
	p.58


問題1 MsgBoxに自分の名前を出力するプログラムを作成せよ．

問題2．InputBoxとMsgBoxを使って，xとyを入力し，x2cosyを出力するプログラムを作成せよ．

問題3．数値データの型を示し，具体的な数値の例を示せ．

問題4．aは整数変数，bは文字変数としてプログラムを書きたい．どのように変数を宣言すればよいか？

問題5．xは1次元の整数配列変数である．配列の数が200の場合，どのように宣言すればよいか？

問題6. 入力した数値が偶数か奇数かを判断するプログラムを作りたい．以下の空欄を埋めよ．

sub ex1()

Dim x As Integer

  x=(          )

  if x Mod (       )  = 0 Then

      MsgBox x & “は（    ）数”
  (      )

     MsgBox x & “は（    ）数”
  End if

End Sub

問題7．次のプログラムの空欄を埋めよ．また，このプログラムの目的を示せ．
Sub ex2()

Dim x As Integer , n As Integer

   n =  (    )

   For x= 1 to 1000

     if  x mod 3 = 0  Then

        n = n + 1

      End if

    Next x

   MsgBox “(         ) “ & n

End sub

問題8． Functionを利用してy=x3+4x+5を出力するプログラムを書け．
問題9．while 文について記載せよ． 
問題10．エクセルのワークシートに数値を記入するプログラムを書きたい．以下のプログラムの動作を説明し，A1からA５，B1からB５のセルに記入される数値を示せ．

Sub ex3()

fillfunc 0#, 10#, 60

End Sub

Sub fillfunc( x1 As Double, x2 As Double, nd As Integer)

Dim n As Integer

Dim x As Double, y As Double, dx As Double

   dx= (x2 – x1) / (2*nd)

   With Worksheets(“Sheet1”)

     For n = 0 To nd

        x=x1+dx*n

        y=Sin(x)

        .Cells(n+1,1) = x

        .Cells(n+1,2) = y

     Next n

   End With

End Sub

動作の説明：

A1＝


B1=
A2=


B2=

A3=


B3=

A4=


B4=

A5＝


B5=

問題1１．フィボナッチ数列

a0=a1=1

an=an-1+an-2

を計算するプログラムを書け
問題1２．台形公式を使って
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を計算するプログラムを作成し，解析解と比較せよ．ただし，台形公式の分割数は5とする．
問題13．次のプログラムのエラーを指摘せよ．

また，このプログラムを正常に動かすにはどうしたらよいか示しなさい．

Sub main()

Dim x As Double
  For I = 0 To 100

     x=1.0 / ( I – 50)
  MsgBox “x=” & x

Next I

End Sub
問題14．次のプログラムはｎ人の成績の平均を求めるものである．以下の問いに答えよ．
Sub heikin()

Dim gakuseki(60) As Integer

Dim j As Integer, n As Integer, s As Integer

With Sheet1

   n = InputBox (“人数の入力”)

   For j= 1 To n

        gakuseki(j) 

= InputBox(“成績データの入力“)

 .Cells(j,1)=gakuseki(j)

    Next j

    s=0

    For j = 1 To n

       s=(                )

     Next j

    MsgBox “総和” & s & “平均” &  （       ）

  End With

End Sub

(1) 空欄 （   ）を埋めよ．

(2) n=70のとき，エラーが発生した．原因を示し，対策手法を示しなさい．

問題15．以下のプログラムを実行した場合，実行結果としてメッセージ・ボックスが2回表示されて修了する．このときに表示されるメッセージ・ボックスの結果を示しなさい．

Dim x As Integer

Sub Main( )

Dim s As Integer

    x=1

    s=1

    ex1

    ex2 s

    s=s+x+1

    MsgBox “A1=” & s
End Sub

Sub ex1( )

   Dim s As Integer

   x=x +1

   s= x

End Sub

Sub ex2( a As Integer)

Dim s As Integer

    s= a + x

   MsgBox “A2=” & s

End Sub

(1) A1=                   (2) A2=

(3) 上記のプログラムはmain, ex1, ex2というプロシージャから構成されている．ex1,ex2という２つのプロシージャはmainから呼び出されている．ここでex2は任意の個数のパラメータを渡すことができる．これを（     ）数という．定数，変数，プロシージャにはそれぞれ有効範囲がある．変数ｘはモジュールの先頭で宣言されているので，この変数の有効範囲は（             ）である．変数sは各プロシージャの頭部で宣言されている．したがって，この変数の有効範囲は（              ）である．
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